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ABSTRAK 

 

 

Cempaka Ayu Septianingdias. 2018. Analisis Makna Adverbia Kanarazu dan 

Mochiron dalam Kalimat Bahasa Jepang. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang, Fakultas Bahasa Dan Seni, Universitas Negeri Jakarta.  

 

Penelitian ini merupakan penelitian deskriptif kualitatif yang membahas makna dan 

hubungan kesinoniman pada adverbia kanarazu dan mochiron dalam kalimat bahasa 

Jepang. Bertujuan untuk mengetahui: 1) makna yang terkandung pada adverbia 

kanarazu dan mochiron, 2) hubungan kesinoniman antara adverbia kanarazu dan 

mochiron, 3) persamaan makna antara adverbia kanarazu dan mochiron, 4) perbedaan 

makna antara adverbia kanarazu dan mochiron. 

Metode yang digunakan dalam penelitian ini adalah deskriptif analisis, dan data yang 

digunakan bersumber dari situs berita yomiuri online (yomiuri.co.jp) yang kemudian 

dianalisis menggunakan teknik analisis biner untuk mengetahui makna serta 

hubungan kesinonimannya. 

 

Hasil analisis data menunjukkan bahwa kanarazu dan mochiron memiliki hubungan 

kesinoniman yang saling beririsan dengan persamaan sebagai berikut: 1) dapat 

diterjemahkan menjadi kata „pasti‟ atau „tentu/tentu saja‟ dalam bahasa Indonesia, 2) 

memiliki makna keyakinan terjadinya fenomena alam, fenomena buatan, perilaku, 

sifat dan emosi manusia, serta terlaksananya suatu kebijakan atau aturan, 3) memiliki 

makna keinginan untuk melakukan suatu hal dengan motivasi yang kuat serta niat 

untuk mencapai target, 4) memiliki makna perintah atau kewajiban untuk memenuhi 

harapan pembicara serta untuk melakukan sesuatu sesuai dengan aturan maupun 

prosedur. 

 

Adapun perbedaannya yaitu: 1) kanarazu memiliki makna keyakinan terhadap 

kedatangan manusia, 2) kanarazu memiliki makna kebiasaan berupa kegiatan yang 

dilakukan secara berulang serta berupa siklus alamiah,  3) mochiron memiliki makna 

keyakinan terhadap kebutuhan akan suatu hal, 4) mochiron memiliki makna 

membenarkan pengalaman atau pendapat pribadi pembicara serta membenarkan 

sebuah situasi, 5) mochiron memiliki makna untuk menyatakan suatu kondisi yang 

sudah ada dan menambahkan suatu informasi baru ke kondisi tersebut sehingga 

kondisinya menjadi lebih baik atau lebih buruk. 

 

 

Kata kunci : Analisis, Sinonim, Adverbia, Kanarazu, Mochiron. 
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概要 
 

 

 

A. はじめ 

 

  日本語を勉強する時に、学習者はかならず問題に当たる。一つのテーマとして

挙げられるのは言葉の使用方法の問題である。本研究では、類義語に関する問題

を挙げる。 日本語では、一つの意味は、一つの言葉だけに限られるわけではな

く、様々な言葉に含まれることが多い。言語学では、そのような現象は類義語と

言います。Sutedi (2008:130)は、日本語の類義語は動詞のレーベルだけにある

わけではなく、名詞や形容詞などで、助詞まででもあると述べている。 

     数多くの似た意味を持つ語彙から、本研究は「かならず」と「もちろん」が持

つ意味を分析した。この二つを選んだ理由は、類義語であり、同じ意味を持つか

らである。インドネシア語に訳すると、「pasti」と「tentu」を表し、どちらも

「物事の確率が非常に高い」という意味である。その上に、Sudjianto (1996) 

と Mulya (2013)も、「かならず」と「もちろん」を結論、確信、決断、確実な予

測を表す副詞に分類された。 

本研究の目的は次のようである。 

１．文の中での「かならず」と「もちろん」の意味と類義語関係を探る。 

２．文の中での「かならず」と「もちろん」の意味の相違点と共通点を分析する。 

 

B. 研究方法 

 

  この研究は２０１７年の８月から１２月までジャカルタ国立大学で行なった。

研究のデータは「よみうりオンライン」に載った記事を中心にして研究した。本

研究に使用している実験方法は定性分析である。  

 

C. 研究結果の分析 

  

  本研究では、研究者は意味の要素の分析をし、類義語関係を理解する。Biner

の分析方法を使い、研究者は次の意味の要素の表を作った。次は「かならず」と

「もちろん」の類義語関係とその二つの意味の相違点と共通点を理解するために、

分析をした。 

 

表 1「かならず」と「もちろん」の意味の要素 

番 意味の要素 必ず もちろん 
1. 自然現象に対する確信 + + 

2. 作り上げた現象に対する確信 + + 

3. 人間の行動、感情、性格に対する確信 + + 

4. 誰かが来るの確信 + - 
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5.  ルールが実行されるという確信 + + 

6. 要求に対する確信 - + 

7. 強い気持ちで何かをしたいという意志 + + 

8. 目標を達成する意志 + + 

9.  相手の期待に満たす義務や命令 + + 

 

Ｄ. 終わり 

 

 データの結果を見ると、次のようなことがわかった。  

1. 文の中での「かならず」と「もちろん」の副詞の相違点は次のようである。 

a. インドネシア語で「tentu 」と「pasti」を意味する。 

b. 「自然現象に対する確信」、「作り上げた現象に対する確信」、「人間 

の行動、感情、性格に対する確信」、「ルールが実行されるという 

確信」という意味用法を持つ。 

c. 「強い気持ちで何かをしたいという意志」と「目標を達成する意志」 

 いう意味用法を持つ。 

d. 「相手の期待に満たす義務や命令」と「何かを順序にやる義務や命令」 

 という意味用法を持つ。 

 

2. 文の中での「かならず」と「もちろん」の副詞の相違点は次のようである。 

a. 「かならず」は「誰かが来るの確信」という意味用法を持つ。 

b. 「かならず」は「繰り返してきた習慣」と「自然に起きている習慣」 

 という意味用法を持つ。 

c. 「もちろん」は「要求に対する確信」という意味用法を持つ。 

d. 「もちろん」は「話し手の意見や経験などを認める」と「ある状況を 

 認める」という意味用法を持つ。 

e. 「もちろん」は「今の状況を述べ、さらに新たな情報を加える」と 

「今の状況を述べ、さらに新たな情報を加えることにより、その状況を 

 悪化させる」という意味用法を持つ。 
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3. 類義語関係 

 

「かならず」と「もちろん」のそれぞれ２０文を分析し、２６文が「示唆

的特徴」であり、重ねている関係でも呼ばれている。 

 

 
  

 

 残りの１４文は類義語関係を持っていない 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必ず もちろん

必ず もちろん
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